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研究成果の概要（和文）：本研究では、野島断層・有馬ー高槻構造線活断層系の活動性と断層破砕帯構造につい
て野外調査と微細構造の解析を行った。その結果、１）断層破砕帯物質が地震時の断層摩擦熱による熱圧化と流
体化作用によりネットワーク状の脈状断層岩が形成されること、２）両活断層破砕帯の岩盤が粉状に破砕された
こと、３）野島断層の大地震の再来周期は約900~1000年であること、４）有馬ー高槻構造線活断層帯について
は、1596年慶長ー伏見地震断層は有馬温泉周辺域までに現れた可能性が高いことなどが、明らかになった。
　また、2016年M7.3熊本地震の現地により地表地震断層が既存の活断層沿いにあわられたことが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：Based on field investigations and meso- and microstructural analyses of 
fault zones of the active Nojima Fault and Arima-Takatsuki Tectonic Line active fault system, the 
following results have been obtained:
1) the vein networks of pseudotachylyte with both melt and crush origins, as well as 
ultracataclastic rocks formed by rapid injection of ultrafine- to fine-grained material are sourced 
from pulverized ultracataclastic rocks in seismogenic fault zones under thermal pressurization and 
fluidization during seismic faulting; 2) the fault damage zones of both faults have been strongly 
pulverized; 3) the recurrence interval of large earthquakes in the Nojima Fault is inferred to be =
900~1000 years that are shorter than that previously reported; 4) the 1596 Keicho-Fushimi earthquake
 probably ruptured the western segment around the Arima-Spring. Field investigations also 
demonstrated that the Mw 7.1 2016 Kumamoto earthquake ruptures the preexisting active faults.   

研究分野： 地震地質学
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１．研究開始当初の背景 
 プレート内部の大地震のほとんどは既存
の活断層が繰り返し動いて発生する。したが
って、大地震がどのような機構で同じ断層帯
で繰り返し発生するのかを明らかにするた
めには、大地震の震源となる活断層の活動
性・破砕帯の構造特性の理解が必要となる。
最近、活断層破砕帯は、原子力発電所の敷地
の地震安全性評価や断層活動性の判断など
に関連して社会的に大きく取り上げられて
おり、国内・国外で注目されている。 
 
２．研究の目的 
 活断層における破砕帯のマクロとミクロ
組織構造と活動年代との関係及びそれに関
連した震源断層岩の物性を調べ、活断層破砕
帯の構造特性と断層の活動性との関連性を
解明することと、活断層破砕帯による地震ハ
ザードの評価と原子力発電所のような重要
施設の敷地の地震安全性評価などに科学的
な根拠を提供することである。 
 
３．研究の方法 
 （１）活断層破砕帯の調査のターゲットと
して、横ずれ断層である有馬―高槻構造線六
甲断層、1995年兵庫県南部地震の震源断層で
ある野島断層および花折断層の野外調査を
行い、断層構造と断層地形及び断層破砕帯の
組織構造を解析するため、基盤岩断層破砕帯
のトレンチ掘削調査を行った。 
（２）断層破砕帯における割れ目に充填した
炭酸塩脈と主断層面に発達した断層ガウジ
の組織構造を観察して、定方位サンプルを採
集した。 
（３）採集した定方位のサンプルの大型研磨
面の作成を行った。 
（４) 異色の層状断層ガウジの層を分離し
て、それぞれの色層に対して化学組成の分
析・粉末 X線解析用のサンプル分離を行った。
（５）比較するため、2008年発生した中国四
川大地震の震源断層である龍門山断層帯の
ボーリングコアから、炭酸塩脈のサンプルを
採集して、分析した。 
（６）一部の断層ガウジのマイクロ X 線 CT
スキャンを行って、断層破砕帯の内部構造を
明らかにした。 
（７）野島断層破砕帯の断層ガウジに対して、
微量元素分析を行った。 
（８）本研究に関連した研究成果をまとめて、
論文を国際学術雑誌に公表した。 
 
４．研究成果 
（１）断層破砕帯物質が地震時の断層摩擦熱
による熱圧化と流体化作用によりネットワー
ク状の脈状断層岩が形成されること。 
（２）野島断層については、断層破砕帯の岩
盤が粉状に破砕されたこと。 
（３）その変位速度は、約2mm/年に達するこ
とと、大地震の再来周期は約900~1000年であ
ること。 

（４）有馬ー高槻構造線活断層帯については、
1596年慶長ー伏見地震により断層帯の西側の
有馬温泉周辺域までに地表地震断層が現れた
可能性が高いことなどが、明らかになった。 
 （５）本研究期間中に発生した2016年熊本
地震の現地調査により、約40km長い地表地震
断層が既存の活断層沿いに現れたことが明ら
かになった。 
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